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食事に含まれるミネラルの数値を計測

号%聰 聯肇鑽事彙 鰊獣、殷朧懲、鶴蒻li再 摂りすぎても不足しても困る
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栄
養
学
と
は
、
食
べ
物
と
健
康
と
の
か
か
わ
り

を
研
究
す
る
学
問
分
野
で
す
。
皆
さ
ん
が
毎
日
食

事
を
摂
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
普
段
の

暮
ら
し
と
切
り
離
せ
な
い
身
近
な
テ
ー
マ
。
そ
の

中
で
も
私
が
専
門
と
す
る
の
は
で
ヽヽ
ネ
ラ
ル
栄
養

学
」
と
い
う
分
野
で
す
。
ヽヽ
ネヽ
ラ
ル
と
は
、
い
わ
ゆ

る
４
元
素
と
言
わ
れ
る
炭
素
、
水
素
、
窒
素
、
酸

素
以
外
の
元
素
の
こ
と
。
糖
質
、
脂
質
、
た
ん
ぱ

く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
と
と
も
に
、
五
大
栄
養
素
の

一

つ
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂

取
す
る
こ
と
が
健
康

へ
の
近
道
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
種
類
以
上
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
中
で
人
間
が

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
「
必
須
ミ
ネ
ラ
ル
」
は

‐６
種
類
。
中
で
も
１
日
の
必
要
摂
取
量
が
多

い
ざ

の
を
「多
量
ミ
ネ
ラ
ル
」
（
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
リ

ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
７
種
）
、
少
な
い
も
の

を
「
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
」
（鉄
や
亜
鉛
、
セ
レ
ン
、
ヨ

ウ
素
な
ど
９
種
）
と
言
い
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
は
健

康
な
骨
や
血
液
を
構
成
し
、
体
調
を
整
え
る
た
め

に
必
要
で
す
が
、
体
内
で
作
り
出
せ
な
い
た
め
食

べ
物
か
ら
摂
取
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

１
日
の
必
要
摂
取
量
の
基
準
値
は
、
「
日
本
人

の
食
事
摂
取
基
準
」
と
し
て
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
て
い
て
、
現
在
で
は
５
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
値
は
、
栄
養
士
に
よ
る
学
校
給
食

の
提
供
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
栄
養
指

導
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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教授 (栄養化学研究室)
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ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
や
過
剰
摂
取
は

ひ

が

い
　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ
う

い
た

健
康
被
害
を
も
た
ら
す
要
因
に

基
準
値
づ
く
り
は
、
マ
ウ
ス
な
ど
の
動
物
に
よ

る
実
験
の
他
、
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
行

い
ま
す
。
実
際
の
食
事
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
、

そ
れ
を
摂
取
し
た
人
の
排
泄
物
や
汗
な
ど
体
外

へ

放
出
さ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
調

べ
て
、
体
内

へ
の
吸
収
率
を
導
き
出
し
、
現
在
の

日
本
人
が
必
要
な
値
を
割
り
出
し
ま
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
の
摂
取
は
少
な
す
ぎ
て
も
多
す
ぎ
て

も
問
題
で
す
。
例
え
ば
鉄
は
健
康
な
血
液
を
つ
く

る
大
切
な
ミ
ネ
ラ
ル
で
あ
り
、
不
足
す
れ
ば
貧
血

の
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
過
剰
摂
取
は
Ｃ
型
肝
炎

か
ん
ぞ
う

や
肝
臓
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
日

本
人
は
昆
布
な
ど
の
海
藻
類
に
多
く
含
ま
れ
る
ヨ

ウ
素
の
摂
取
が
過
剰
気
味
で
、
甲
状
腺
機
能
の
障

が
い
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
実
に
は

健
康
被
害
が
少
な
い
の
で
、
食
べ
合
わ
せ
に
よ
る

吸
収
率
の
変
化
や
、
人
間
の
適
応
能
力
な
ど
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
に
は

かヽ
ノ
ヽ
夕、ヽ
い
　
　
　
　
´
ヽ
）わ

主
食
、
副
菜
の
揃

っ
た
食
事
を
！

日
本
人
は
世
界
的
に
も
平
均
寿
命
が
長
く
、
ヨ

汁
三
菜
」
の
健
康
的
な
食
生
活
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
で
は
食
の
乱
れ
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
物
に
不
自
由
し
な
い
「
飽

食
」
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、　
一
方
で
は
食
育
が
放

棄
さ
れ
、
家
族
団
ら
ん
の
食
生
活
が
崩
壊

（放
食
、

ほう
し
ょく

崩
食
）
し
て
い
る
家
庭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

栄
養
学
の
観
点
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
特
定
の

食
品
や
栄
養
素
、
食
品
成
分
な
ど
の
機
能
を
強
調

す
る
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
毎
日
の
食
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
や
量
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
あ
ま
れ
ス
ト
イ
ツ
ク
に
考
え
す
ぎ
る
の
は

か
え

っ
て
健
康
に
良
く
な
い
と
言
う
の
が
持
論
で

す
。
主
食

Ｔ
」
飯
、
麺
な
ど
）
と
、
主
菜

（肉
、
魚
、

卵
な
ど
）
、
副
菜

（野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
）
な
ど

の
副
食
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
事
を
、
ま
ず
何

よ
り
も
楽
し
く
摂
取
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
な

の
で
す
。

詳
ζ
〓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

食
糧
危
機
の
救
世
主
？

昆
虫
食
で
栄
養
補
給
―

子
ど
も
の
頃
か
ら
昆
虫
が
大
好
き
な
吉
田
先

生
。
チ
ョ
ウ
を
用
い
た
自
然
環
境
の
仕
事
や
、

八
チ
刺
さ
れ
と
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
研
究
に
携

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
経
験
と
栄
養

学
、
そ
し
て
昆
虫
へ
の
情
熱
を
活
か
し
て
習
比

虫
食
」
に
つ
い
て
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ナ
ゴ
や
八
チ
の
子
、
セ
ミ
な
ど
が
食
用
昆

虫
と
し
て
知
ら
れ
、
長
野
な
ど
信
州
地
方
の
郷

土
食
「い
な
こ
の
佃
煮
」
は
小
エ
ビ
に
似
た
食
感

で
根
強
い
フ
ア
ン
も
い
ま
す
。

昆
虫
に
は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
良
質
な
ミ
ネ
ラ

ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、
繊
維
　
ミ
、
１
，

な
ど
が
豊
富
に
含
ま

れ
、
中
に
は
今
注
目
さ

れ
て
い
る
＊
オ
メ
ガ
脂

肪
酸
を
含
む
も
の
も
い

ま
す
。
ま
た
、
大
量
に

養
殖
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
国
連
食
糧
農
業
機

関

（Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は
ヨ
比
虫

食
」
を
推
奨
す
る
報
告

書
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

華

関西大学化学生命工学部食品

化学・栄養化学研究室に併設

する実験室。教授の指導のもと、

学生たちが日夜研究に歿話して

います。

ナズナを用いた実験

セレン(微量ミネラル)を与えたナ

ズナの成長スピードを記録。与え

るミネラルの量と植物の成長との

関係を調べるための実験です。

分光光度計で成分を分析

物質の濃度を測る「分光光度
計」。ほとんどの研究室で用いら
れており、物質構造の分析など
にも役立てられています。

*オメガ脂肪酸…正式には「ω‐3脂肪酸」と言い、DHA、 EPAなど、魚に多く含まれる。不足による学習能力視力の低下が報告されている。
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